
患
難
期
と
教
会
（
黙
示
録
の
終
末
論
）

岡
山
英
雄

一
　
患
難
期
の
重
要
性

千
年
期
と
患
難
期

キ
リ
ス
ト
教
終
末
論
に
お
い
て
は
、「
千
年
王
国
」
の
解
釈
が
議
論
の
焦
点
と
な
っ
て
き
た
(1)

。「
千
年
の
王
国
」
は
、
キ
リ
ス
ト
の
再

臨
の
前
か
後
か
、
あ
る
い
は
初
臨
で
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
こ
の
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
論
じ
ら
れ
、
す
で
に
膨
大

な
数
の
研
究
書
が
出
版
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
こ
の
問
題
は
、
神
の
国
の
現
在
性
と
未
来
性
の
理
解
に
関
わ
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

し
か
し
二
千
年
の
教
会
史
を
振
り
返
る
と
き
、
議
論
が
あ
ま
り
に
も
こ
の
点
に
集
中
し
、
そ
の
陰
に
隠
れ
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
、
お
そ
ら

く
よ
り
重
要
な
側
面
の
考
察
が
見
落
と
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
看
過
さ
れ
て
き
た
論
点
と
は
、
終
末
的
な
神
の
民
の

苦
難
の
時
、
い
わ
ゆ
る
「
患
難
期
」
の
問
題
で
あ
る
。
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進
歩
主
義
的
歴
史
観

こ
の
よ
う
に
患
難
期
は
重
要
な
期
間
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
千
年
期
に
比
べ
て
軽
視
さ
れ
、
そ
の
研
究
は
こ
れ
ま
で
充
分
に
な
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
教
会
史
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
っ
た
楽
観
的
、「
進
歩
主
義
的
」
な
歴
史
観
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
歴
史
観
が
顕
著
に
な
っ
た
の
は
、
四
世
紀
以
降
で
あ
る
。
四
世
紀
ま
で
教
会
は
、
小
さ
く
弱
く
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
圧
倒
的
な
権
力
の

中
で
、
少
数
者
と
し
て
、
中
傷
さ
れ
、
迫
害
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
自
ら
が
す
で
に
患
難
の
中
に
あ
り
、
や
が
て
よ
り
大
き

な
患
難
の
来
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
殉
教
を
も
恐
れ
ず
証
言
を
続
け
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
現
実
の
悪
の
力
を
完
全
に
打
ち
破
る
キ
リ
ス

ト
の
来
臨
は
、
切
な
る
願
い
で
あ
っ
た
。

し
か
し
四
世
紀
初
頭
の
大
迫
害
の
後
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
の
キ
リ
ス
ト
教
公
認
、
さ
ら
に
国
教
化
に
よ
っ
て
、
事
態
は
大
き
く

変
化
し
た
。
教
会
は
国
家
と
一
体
化
し
、
多
数
者
と
な
っ
て
、
勝
利
し
、
世
界
を
支
配
し
つ
つ
拡
大
し
、
神
の
国
を
地
上
で
実
現
す
る
存

在
と
な
っ
た
。（
Ｊ
・
モ
ル
ト
マ
ン
「
神
の
到
来
―
―
キ
リ
ス
ト
教
的
終
末
論
　
Ｊ
・
モ
ル
ト
マ
ン
組
織
神
学
論
叢
５
」
新
教
出
版
社
、

一
九
九
六
年
、
二
三
三
〜
三
一
二
頁
を
参
照
せ
よ
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
分
析
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
こ
の
書
に
お
い

て
、
患
難
期
に
つ
い
て
、
全
く
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
せ
よ
。）
そ
の
結
果
、
終
末
論
も
大
き
く
変
質
し
、
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
へ

の
切
実
な
待
望
は
失
わ
れ
、
地
上
の
患
難
期
は
実
際
的
な
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
進
歩
史
観
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
成
立
と
発
展
に
と
も
な
い
、「
公
認
」
の
見
解
と
な
り
、
中
世
を
支
配
し
、
ま
た
宗

教
改
革
に
お
い
て
も
、
ル
タ
ー
や
カ
ル
ヴ
ァ
ン
も
終
末
論
に
関
し
て
は
、
中
世
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
。
ま
た
こ
の
楽
観

的
な
歴
史
観
は
、「
西
欧
」
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
よ
る
世
界
の
「
文
明
化
」
と
い
う
植
民
地
支
配
的
な
宣
教
論
へ
と
展
開
し
た
。
さ
ら
に

近
代
の
「
啓
蒙
」
思
想
に
よ
っ
て
、
そ
の
哲
学
的
な
支
持
を
得
て
強
化
さ
れ
、
ま
た
生
物
学
に
お
け
る
進
化
論
の
強
い
影
響
も
受
け
、
科

学
の
発
達
に
と
も
な
う
「
技
術
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
」（
Ｅ
・
ス
フ
ー
ル
マ
ン
「
技
術
文
化
と
技
術
社
会
」（
す
ぐ
書
房
、
一
九
八
四
年
）
三
〇
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こ
の
期
間
に
つ
い
て
、
黙
示
録
は
、
一
一
〜
一
三
章
で
、
三
種
類
の
表
現
に
お
い
て
、
五
回
言
及
し
て
い
る
。

「
四
十
二
か
月
」（
一
一
・
二
、
一
三
・
五
）、

「
一
二
六
〇
日
」（
一
一
・
三
、
一
二
・
六
）、

「
一
時
と
二
時
と
半
時
の
間
」（
一
二
・
一
四
）。

黙
示
録
で
は
三
、
四
、
七
、
十
、
十
二
な
ど
の
限
ら
れ
た
数
字
が
、
象
徴
的
な
意
味
を
持
っ
て
、
繰
り
返
し
現
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
れ
は
注
目
す
べ
き
期
間
で
あ
る
。（
黙
示
録
に
お
け
る
数
字
の
象
徴
性
に
つ
い
て
は
　R

.J.B
auckham

,
The

C
lim

ax
of

Prophecy:

Studieson
the

B
ook

ofR
evelation.(Edinburgh:T.&

T.C
lark,1993)P.29-37.

を
参
照
せ
よ
。）
表
現
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

期
間
は
、
一
年
を
三
六
〇
日
と
す
る
な
ら
、「
三
年
半
」
と
い
う
同
じ
長
さ
に
な
る
。
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
の
注
解
者
が
認
め
て
い
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
は
、
ダ
ニ
エ
ル
書
の
「
ひ
と
時
と
ふ
た
時
と
半
時
」（
七
・
二
五
、
一
二
・
七
）
と
の
関
連
か
ら
、
終
末
に
お
け
る
神
の
民

の
苦
難
を
象
徴
す
る
同
一
の
期
間
を
指
し
て
い
る
(2)

。

黙
示
録
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
に
先
立
つ
神
の
民
の
苦
難
の
時
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
一
章
か
ら
一
三
章
の
記
述
に
と
ど

ま
ら
ず
、
一
七
章
か
ら
一
八
章
の
大
バ
ビ
ロ
ン
の
物
語
、
ま
た
六
章
、
八
章
か
ら
九
章
、
一
六
章
の
封
印
・
ラ
ッ
パ
・
鉢
の
三
つ
の
災
い

と
も
結
び
つ
い
て
、
四
章
か
ら
一
八
章
全
体
に
関
わ
っ
て
い
る
。（「
三
年
半
」
は
ま
た
、
最
終
的
審
判
に
先
立
つ
、
三
つ
の
災
い
の
部
分

的
審
判
を
通
し
て
、
神
が
人
間
に
警
告
を
与
え
る
時
で
あ
り
、
前
触
れ
と
し
て
の
裁
き
に
よ
っ
て
、
人
々
が
悔
い
改
め
、
神
に
立
ち
返
る

機
会
を
与
え
る
時
で
あ
る
。）
こ
れ
に
対
し
、
黙
示
録
に
お
い
て
、
千
年
期
へ
の
言
及
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
二
〇
章
の
一
節
か
ら
一
〇

節
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
内
容
の
多
様
性
、
記
述
量
の
豊
か
さ
、
そ
の
独
自
性
か
ら
考
え
て
も
、
黙
示
録
に
お
い
て
、「
三
年
半
」（
一
一

〜
一
三
章
）
が
「
千
年
」（
二
〇
章
）
よ
り
は
る
か
に
注
目
す
べ
き
期
間
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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つ
な
が
る
と
の
批
判
が
あ
る
。
だ
が
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
楽
観
的
な
歴
史
観
に
安
住
し
、
地
上
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
夢
見
て
、

危
機
的
な
現
状
に
目
を
閉
ざ
す
こ
と
こ
そ
、
幻
想
で
し
か
な
い
希
望
と
偽
り
の
平
安
に
酔
い
痴
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
(3)

。
患
難
期
は
現
実

で
あ
り
、
す
べ
て
の
時
代
の
神
の
民
に
と
っ
て
信
仰
の
リ
ア
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
混
迷
を
深
め
る
現
代
に
お
い
て
、
表
面
的
な
事
象
に
目
を

奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
動
か
し
て
い
る
も
の
の
実
体
を
見
極
め
、
そ
の
奥
に
潜
む
闇
の
力
と
戦
い
つ
つ
、
な
お
そ
れ
を
超
え
た
勝

利
と
希
望
に
生
き
る
こ
と
こ
そ
、
教
会
が
教
会
と
し
て
地
上
に
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
で
あ
り
、
真
の
意
味
で
そ
の
「
社
会
的
責

任
」
を
果
た
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

こ
の
よ
う
に
患
難
期
が
千
年
期
に
比
べ
て
軽
視
さ
れ
て
来
た
中
で
、
患
難
期
に
つ
い
て
の
詳
し
い
研
究
は
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
神
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
神
学
は
十
九
世
紀
半
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｊ
・
ダ
ー
ビ
ィ
ら
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
、

二
十
世
紀
に
ア
メ
リ
カ
で
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
運
動
と
結
び
つ
い
て
急
速
に
広
ま
っ
た
（G

renz
(1992)

p.91-125

）。
こ
の
神
学
は
、

預
言
の
研
究
に
力
を
注
ぎ
、
聖
書
の
歴
史
性
を
強
調
し
、
終
末
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
た
と
い
う
点
で
は
大
き
な
意
義
を
持
つ
が
、
ひ

と
つ
の
根
本
的
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
そ
の
特
殊
な
終
末
論
、
と
り
わ
け
「
患
難
期
前
携
挙
説
」
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
教
会

と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
峻
別
し
て
、
患
難
期
に
、
教
会
は
携
挙
さ
れ
て
天
に
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
地
上
に
残
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
の
説
に
立

つ
な
ら
、
い
か
に
患
難
期
の
種
々
相
を
詳
し
く
研
究
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
単
な
る
カ
レ
ン
ダ
ー
的
興
味
か
ら
、
世
界
歴

史
の
こ
れ
か
ら
の
動
向
を
予
測
す
る
と
い
う
枠
を
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
天
に
挙
げ
ら
れ
た
教
会
に
と
っ
て
、
地
上
の

患
難
期
は
本
質
的
に
無
関
係
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
患
難
期
と
教
会
の
関
係
、
と
く
に
苦
難
の
中
に
あ
る
教
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

分
析
が
全
く
欠
落
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

患難期と教会（黙示録の終末論）

37

頁
）
へ
の
信
仰
と
結
び
つ
い
て
い
っ
た
。

千
年
期
後
再
臨
説

こ
の
よ
う
に
患
難
期
を
過
小
評
価
す
る
傾
向
は
、
キ
リ
ス
ト
教
終
末
論
に
お
い
て
は
、
千
年
期
後
再
臨
説
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
こ

の
説
に
よ
れ
ば
、
教
会
の
黄
金
時
代
、
地
上
の
「
千
年
王
国
」
の
後
に
、
キ
リ
ス
ト
が
来
臨
す
る
。（S.J.G

renz,M
illennialM

aze:

Sorting
O
utEvangelicalO

ptions .
(D

ow
ners

G
rove:InterV

arsity
Press,1992)P.65-90.

を
参
照
せ
よ
。）
特
に
そ
の
中
で
も
、
終
末
的

患
難
に
関
す
る
預
言
の
ほ
と
ん
ど
は
、
七
〇
年
の
エ
ル
サ
レ
ム
崩
壊
で
成
就
し
た
と
断
言
す
る
者
が
い
る
。（J.J.

D
avis,C

hrist's

V
ictoriousK

ingdom
:Postm

illennialism
R
econsidered .(G

rand
R
apids:B

aker,1986)P.114.

を
見
よ
。
ま
たD

.C
hilton

た
ち
の
リ
コ
ン

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
運
動
も
同
様
の
患
難
期
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
。）
こ
れ
ら
の
き
わ
め
て
一
面
的
な
歴
史
観
に
お
い
て
は
、
来
臨
前
の

患
難
期
が
意
味
を
持
た
な
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
は
、
オ
リ
ー
ブ
山
で
の
イ
エ
ス
の
「
苦
難
の
日
」
に
つ
い
て
の

預
言
、
パ
ウ
ロ
の
「
困
難
な
時
代
」
に
つ
い
て
の
警
告
（
Ⅱ
テ
モ
テ
三
章
）、
黙
示
録
の
「
獣
の
国
」
と
の
戦
い
へ
の
備
え
を
無
視
し
た

も
の
で
あ
り
、
偽
り
の
「
平
安
」
に
神
の
民
を
安
住
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
エ
レ
ミ
ヤ
六
・
一
四
、
一
三
・
一
三
〜
一
六
）。

一
九
七
四
年
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
会
議
は
、
キ
リ
ス
ト
者
の
「
社
会
的
責
任
」
の
意
義
を
指
摘
し
た
点
で
、
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

終
末
論
的
な
考
察
は
十
分
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
と
り
わ
け
患
難
期
や
黙
示
録
に
つ
い
て
の
言
及
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
は
、
ポ
ス
ト
・

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
主
義
を
超
え
る
こ
と
の
困
難
さ
、
ま
た
西
欧
近
代
キ
リ
ス
ト
教
進
歩
史
観
の
持
つ
限
界
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。患

難
期
に
お
け
る
教
会
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
教
会
と
は
何
か
、
世
界
と
は
何
か
、
歴
史
と
は
何
か
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
患
難
期
を
強
調
す
る
と
、
歴
史
的
な
悲
観
主
義
、
敗
北
主
義
に
陥
り
、
そ
の
よ
う
な
逃
避
主
義
は
「
社
会
的
責
任
」
の
放
棄
へ
と
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あ
り
ま
す
」（
ヨ
ハ
ネ
一
六
・
三
三
）
や
、
パ
ウ
ロ
の
警
告
「
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
苦
難
に
会
う
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
」（
Ⅰ
テ
サ

三
・
三
）
な
ど
）。
神
の
民
は
「
多
く
の
苦
し
み
を
経
て
」（
使
徒
一
四
・
二
二
）、
苦
難
に
よ
っ
て
煉
ら
れ
、
清
め
ら
れ
、
純
化
さ
れ
て

（
詩
篇
六
六
・
一
〇
、
ダ
ニ
一
一
・
三
五
、
ゼ
カ
リ
ヤ
一
三
・
九
、
マ
ラ
キ
三
・
二
、
三
）、
神
の
国
に
入
り
、
再
臨
の
主
に
会
う
。

二
　
患
難
期
と
神
の
民

神
の
民
の
迫
害

そ
れ
で
は
こ
の
終
末
的
患
難
の
時
、「
三
年
半
」
と
は
ど
の
よ
う
な
期
間
な
の
だ
ろ
う
か
。
黙
示
録
に
よ
れ
ば
、
そ
の
期
間
を
特
徴
づ

け
て
い
る
の
は
神
の
民
の
迫
害
で
あ
る
。「
四
十
二
か
月
」（
一
一
・
二
、
一
三
・
五
）
と
は
「
聖
な
る
都
」
が
異
邦
人
に
よ
っ
て
踏
み
に

じ
ら
れ
る
時
で
あ
り
、
ま
た
「
海
か
ら
上
っ
て
来
る
獣
」
が
活
動
し
、
全
世
界
を
支
配
す
る
（
一
三
・
七
）
時
で
も
あ
る
。
黙
示
録
は
こ

の
期
間
を
、
神
に
敵
対
す
る
闇
の
力
を
四
つ
の
シ
ン
ボ
ル
、「
竜
」（
一
二
章
）、「
海
の
獣
」（
一
三
章
）、「
地
の
獣
」（
一
三
章
）
そ
し
て

「
大
淫
婦
」（
一
七
〜
一
八
章
）
に
よ
っ
て
描
き
出
す
。

こ
れ
ら
の
悪
の
諸
力
を
統
括
す
る
「
悪
魔
」
は
、「
大
き
な
赤
い
竜
」
と
し
て
描
か
れ
る
が
、
彼
は
天
か
ら
投
げ
落
と
さ
れ
、「
自
分
の

時
の
短
い
こ
と
」（
一
二
・
一
二
）
を
知
っ
て
、
激
し
く
怒
り
、「
女
」
そ
し
て
「
女
の
子
孫
」（
神
の
民
）
に
戦
い
を
挑
み
（
一
二
・
一

七
）、
自
ら
の
手
下
で
あ
る
二
匹
の
獣
と
大
バ
ビ
ロ
ン
を
使
っ
て
、
彼
ら
を
攻
撃
す
る
。

「
竜
」
は
「
海
か
ら
上
っ
て
来
る
獣
」
に
自
ら
の
「
力
と
位
と
大
き
な
権
威
」（
一
三
・
二
）
を
与
え
る
の
で
、
こ
の
「
獣
」
は
、
神

を
け
が
し
（
一
三
・
六
）、
聖
徒
た
ち
に
打
ち
勝
ち
、
あ
ら
ゆ
る
「
部
族
、
民
族
、
国
語
、
国
民
」
を
支
配
す
る
（
一
三
・
七
）。
こ
の
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患
難
期
後
携
挙
説

患
難
期
前
携
挙
説
が
釈
義
的
に
成
り
立
ち
得
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
、
す
で
に
ラ
ッ
ド
と
ワ
ル
ブ
ー
ド
の
一
九
五
〇
年
代
の
論
争
が
あ

り
（G

.E.Ladd,The
B
lessed

H
ope.(Eerdm

ans,1956))

、
ま
た
そ
の
後
、R

.H
.G

undry

のThe
C
hurch

and
the

Tribulation:A
B
iblical

Exam
ination

ofPosttribulaitonism
.(Zondervan,1973)

や
、The

R
apture:Pre,-M

id,-orPost-Tribulational?.(Zondervan,1984)

と
い
う

優
れ
た
論
文
集
も
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
細
は
省
略
す
る
が
（
特
に
そ
の
中
の
、D

.J.M
oo

の
論
文P.169-211

を
見
よ
。）
(4)

い
く
つ
か
の
重
要
な
点
の
み
を
指
摘
す
る
な
ら

(1)

患
難
期
前
携
挙
説
は
、
教
会
史
に
お
い
て
き
わ
め
て
歴
史
の
浅
い
特
殊
な
説
で
あ
っ
て
、
初
代
教
会
か
ら
中
世
、
宗
教
改
革
を
経
て

十
八
世
紀
に
至
る
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
終
末
論
は
存
在
し
な
か
っ
た
。（
近
年
こ
の
説
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
り
、「
漸
進
的
デ
ィ
ス
ペ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
説
を
と
る
者
た
ち
は
患
難
期
前
携
挙
を
不
可
欠
の
も
の
と
は
考
え
な
い
。）

(2)

黙
示
録
の
記
述
の
ほ
と
ん
ど
は
、
患
難
期
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
患
難
の
時
代
に
お
け
る
神
の
民
の
あ
り
方
、
警
告
と
励
ま
し
、

戦
い
と
勝
利
な
ど
が
、
こ
の
書
の
主
題
で
あ
る
。（
患
難
期
前
携
挙
説
を
と
る
者
は
、
黙
四
・
一
で
教
会
は
天
に
携
挙
さ
れ
、
四
章
以
下

は
地
上
に
残
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
（
ワ
ル
ブ
ー
ド
）、
現
代
の
主
要
な
注
解
者
で
、
こ
の
よ
う
な
解
釈

を
支
持
す
る
者
は
い
な
い
。）

(3)

マ
タ
イ
二
四
・
一
〜
三
一
は
、
反
キ
リ
ス
ト
の
出
現
、
患
難
期
、
続
い
て
再
臨
と
い
う
終
末
的
順
序
を
示
唆
し
て
い
る
。

(4)

Ⅱ
テ
サ
ロ
ニ
ケ
二
・
一
〜
一
二
に
よ
れ
ば
、
教
会
は
、
反
キ
リ
ス
ト
（
不
法
の
人
、
滅
び
の
子
）
の
支
配
す
る
患
難
期
を
通
っ
て
再

臨
の
主
に
会
う
。「
ま
ず
背
教
が
起
こ
り
、
不
法
の
人
が
現
れ
な
け
れ
ば
主
の
日
は
来
な
い
。」（
Ⅱ
テ
サ
二
・
三
）。

(5)

患
難
（qlivy

i"

）
の
用
例
を
見
る
と
、
患
難
は
教
会
に
と
っ
て
避
け
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
教
会
の
地
上
に
お
け
る
本
質
的
な

あ
り
方
で
あ
る
（
ロ
マ
五
・
三
、
二
、
Ⅱ
コ
リ
ン
ト
四
・
一
七
）。（
た
と
え
ば
イ
エ
ス
の
預
言
「
あ
な
た
が
た
は
世
に
あ
っ
て
は
患
難
が
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神
の
民
の
保
護

し
か
し
激
し
い
迫
害
の
中
で
も
、
神
の
民
は
完
全
に
守
ら
れ
る
。「
四
十
二
か
月
」
の
間
、
聖
所
の
「
外
の
庭
」
は
異
邦
人
に
よ
っ
て

踏
み
に
じ
ら
れ
る
が
、「
神
の
聖
所
と
祭
壇
、
そ
こ
で
礼
拝
し
て
い
る
者
」
は
、
測
り
ざ
お
に
よ
っ
て
測
ら
れ
、
守
ら
れ
る
（
一
一
・
一
）。

ま
た
「
女
」
の
産
む
「
男
の
子
」（
キ
リ
ス
ト
）
が
、
彼
を
食
い
尽
く
そ
う
と
す
る
「
竜
」
か
ら
守
ら
れ
神
の
御
座
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た

よ
う
に
（
一
二
・
四
〜
五
）、「
女
」（
教
会
）
も
ま
た
、
激
し
く
追
い
迫
る
「
竜
」
か
ら
逃
れ
、
大
わ
し
の
翼
を
与
え
ら
れ
、
荒
野
へ
飛

ん
で
ゆ
き
（
一
二
・
一
四
）、「
神
に
よ
っ
て
備
え
ら
れ
た
場
所
」
で
「
一
二
六
〇
日
」
の
間
（
一
二
・
六
）、「
一
時
と
二
時
と
半
時
の
間
」

（
一
二
・
一
四
）、
か
く
ま
わ
れ
、
養
わ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
が
神
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
の
教
会
も
ま
た
神
に
よ
っ
て
完

全
に
保
護
さ
れ
る
。
同
じ
く
「
ふ
た
り
の
証
人
」（
神
の
民
）
は
、
預
言
を
し
て
い
る
「
一
二
六
〇
日
」
の
間
（
一
一
・
三
）、「
彼
ら
に

害
を
加
え
よ
う
と
す
る
者
」
の
手
か
ら
完
全
に
守
ら
れ
る
（
一
一
・
五
）。
こ
の
よ
う
に
神
の
守
り
は
、
迫
害
の
中
で
も
完
全
で
あ
る
。

神
の
民
の
証
言

さ
ら
に
こ
の
「
三
年
半
」
は
、
神
の
民
が
受
動
的
に
、
迫
害
さ
れ
た
り
保
護
さ
れ
た
り
す
る
の
み
な
ら
ず
、
積
極
的
に
困
難
の
中
で
も

証
言
を
続
け
る
期
間
で
も
あ
る
。「
ふ
た
り
の
証
人
」
の
幻
が
、
こ
の
側
面
を
最
も
鮮
や
か
に
描
き
出
す
。
彼
ら
は
、「
一
二
六
〇
日
」
の

間
、「
二
本
の
オ
リ
ー
ブ
の
木
」、「
二
つ
の
燭
台
」
と
し
て
、
全
地
の
主
の
御
前
で
預
言
す
る
が
（
一
一
・
三
〜
四
）、
証
言
の
た
め
に
、

火
に
よ
っ
て
敵
を
滅
ぼ
し
、
天
を
閉
じ
、
水
を
血
に
変
え
、
災
害
に
よ
っ
て
地
を
打
つ
力
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
証
言
は
、
邪
悪

な
王
ア
ハ
ブ
に
対
す
る
預
言
者
エ
リ
ヤ
や
、
頑
な
な
王
パ
ロ
に
対
す
る
解
放
者
モ
ー
セ
の
よ
う
な
権
威
を
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る

（
一
一
・
五
〜
六
）。
ま
た
神
の
民
は
、「
死
に
至
る
ま
で
も
い
の
ち
を
惜
し
む
こ
と
な
く
」、
小
羊
の
血
と
自
分
た
ち
の
「
証
言
の
こ
と
ば
」

の
ゆ
え
に
「
竜
」
に
打
ち
勝
つ
（
一
二
・
一
一
）。「
竜
」
は
、
女
の
子
孫
の
残
り
の
者
、
す
な
わ
ち
「
神
の
戒
め
を
守
り
、
イ
エ
ス
の
あ
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「
海
の
獣
」
は
、
政
治
的
権
力
、
軍
事
力
に
よ
る
支
配
を
象
徴
す
る
が
、「
地
か
ら
上
っ
て
く
る
獣
」（
一
三
・
一
一
）
は
、「
に
せ
預
言
者
」

（
一
六
・
一
三
）
と
も
呼
ば
れ
、
宗
教
的
権
威
に
よ
る
支
配
を
表
す
。
こ
の
「
地
の
獣
」
は
、「
海
の
獣
」
の
持
つ
権
威
を
働
か
せ
（
一

三
・
一
二
）、
さ
ま
ざ
ま
な
奇
跡
に
よ
っ
て
人
々
を
惑
わ
し
、「
海
の
獣
」
の
像
を
造
ら
せ
、
そ
れ
を
礼
拝
さ
せ
、
従
わ
な
い
者
を
殺
さ
せ

る
（
一
三
・
一
五
）。
ま
た
す
べ
て
の
人
に
「
獣
の
刻
印
」
を
受
け
さ
せ
、
そ
れ
を
持
た
な
い
者
の
商
品
の
売
買
を
禁
止
す
る
（
一
三
・

一
七
）。

ま
た
「
海
の
獣
」
は
「
緋
色
」
で
あ
り
、「
大
淫
婦
」
を
そ
の
背
に
乗
せ
る
（
一
七
・
三
）
が
、
彼
女
は
「
大
バ
ビ
ロ
ン
」（
一
七
・
六
）

と
呼
ば
れ
、
地
に
住
む
人
々
を
「
不
品
行
の
ぶ
ど
う
酒
」
で
酔
わ
せ
（
一
七
・
二
）、
地
上
の
王
た
ち
を
支
配
し
（
一
七
・
一
八
）、
商
人

た
ち
を
富
ま
せ
る
が
（
一
八
・
三
）、
聖
徒
た
ち
と
イ
エ
ス
の
証
人
た
ち
の
血
に
酔
い
痴
れ
る
（
一
七
・
六
、
一
八
・
二
四
）。
彼
女
は
、

経
済
的
な
繁
栄
と
道
徳
的
頽
廃
に
よ
っ
て
、
偽
り
の
陶
酔
と
人
々
を
誘
い
込
む
。

こ
れ
ら
三
者
（
獣
、
に
せ
預
言
者
、
大
バ
ビ
ロ
ン
）
は
緊
密
に
結
び
あ
っ
て
、
根
源
的
支
配
者
で
あ
る
竜
（
サ
タ
ン
）
の
邪
悪
な
目
的

を
地
上
で
達
成
す
る
た
め
に
、
神
の
民
を
、
政
治
的
栄
光
、
宗
教
的
奇
跡
、
経
済
的
繁
栄
の
三
つ
の
側
面
か
ら
誘
惑
し
、
攻
撃
す
る
。

（
特
に
経
済
的
側
面
に
つ
い
て
はB

auckham
(1993)

P.338-383

を
参
照
せ
よ
。）「
竜
」
を
含
め
た
こ
の
四
者
は
、
神
に
敵
対
す
る
霊
的

存
在
と
し
て
、
そ
の
本
質
を
同
じ
く
す
る
。
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
の
戦
い
に
お
い
て
地
上
の
王
た
ち
を
集
め
る
た
め
に
「
竜
、
獣
、
に
せ
預
言

者
」
の
口
か
ら
出
た
の
は
「
か
え
る
の
よ
う
な
汚
れ
た
霊
、
し
る
し
を
行
う
悪
霊
ど
も
の
霊
」（
一
六
・
一
三
〜
一
四
）
で
あ
り
、
倒
さ

れ
た
大
バ
ビ
ロ
ン
は
「
悪
霊
の
住
ま
い
、
汚
れ
た
霊
の
巣
窟
」（
一
八
・
二
）
で
あ
っ
た
。「
三
年
半
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
悪
の
諸
力
が

結
託
し
て
、
神
の
民
を
激
し
く
襲
い
、
迫
害
す
る
時
で
あ
る
(5)

。
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教
的
、
経
済
的
側
面
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
注
解
者
が
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
世
紀
末
、
教
会
は
す
で
に
苦
難
の
「
三

年
半
」
の
中
に
あ
っ
た
。
黙
示
録
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
患
難
の
中
に
あ
る
同
時
代
の
キ
リ
ス
ト
者
を
慰
め
励
ま
す
た
め
に
書
か
れ
た
。
そ

の
意
味
で
、
終
末
的
な
患
難
の
時
は
、
ヨ
ハ
ネ
が
こ
の
書
を
書
き
記
し
た
時
、
す
で
に
来
て
い
た
(7)

。

「
三
年
半
」
の
未
来
性

ま
た
こ
の
「
三
年
半
」
は
過
去
の
苦
難
を
指
す
と
と
も
に
、
未
来
の
苦
難
を
も
意
味
す
る
。
終
末
に
お
い
て
神
の
民
を
迫
害
す
る
悪
の

力
は
、
一
般
的
に
は
「
反
キ
リ
ス
ト
」（
一
ヨ
ハ
ネ
二
・
一
八
）
ま
た
「
荒
ら
す
憎
む
べ
き
者
」（
マ
タ
イ
二
四
・
一
五
）、「
不
法
の
人
、

滅
び
の
子
」（
Ⅱ
テ
サ
二
・
三
）、「
海
か
ら
の
獣
」（
黙
一
三
・
一
）
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
彼
は
一
世
紀
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
強
大
な

国
家
権
力
を
象
徴
す
る
と
と
も
に
、
や
が
て
来
臨
直
前
に
現
れ
る
巨
大
な
悪
の
力
を
も
指
し
示
す
。
黙
示
録
一
七
章
に
よ
れ
ば
、
こ
の

「
獣
」
は
「
今
は
い
な
い
」、
そ
し
て
「
や
が
て
」
底
知
れ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
上
っ
て
来
る
（
一
七
・
八
）。
こ
の
未
来
性
は
同
じ
節
で
再
度

強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
獣
」
は
「
今
は
お
ら
ず
、
や
が
て
現
れ
る
」（
一
七
・
八
）。
ま
た
彼
は
、「
七
人
の
王
た
ち
」
の
ひ
と
り
と

し
て
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
七
番
目
の
王
は
「
ま
だ
来
て
い
な
い
」（
一
七
・
一
〇
）。
こ
の
「
獣
」
は
「
三
年
半
」
の
迫
害
の
中
心

的
な
存
在
な
の
で
、「
獣
」
の
未
来
性
は
す
な
わ
ち
「
三
年
半
」
の
未
来
性
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
「
獣
」
は
「
竜
」
や
「
に
せ
預

言
者
」
と
と
も
に
、
全
世
界
の
王
た
ち
を
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
の
戦
い
の
た
め
に
集
め
る
が
（
一
六
・
一
二
〜
一
六
）、
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
の

来
臨
に
先
立
つ
、
未
来
的
、
終
末
的
な
戦
い
で
あ
る
こ
と
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
黙
示
録
は
、
執
筆
さ
れ
た
当
時
の

一
世
紀
の
困
難
な
時
代
を
「
三
年
半
」
と
見
る
と
と
も
に
、
未
来
の
来
臨
直
前
の
全
世
界
的
な
迫
害
の
時
代
を
も
「
三
年
半
」
と
呼
ん
で

い
る
。
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か
し
」
を
堅
く
保
っ
て
い
る
者
（
一
二
・
一
七
）
と
戦
う
が
、
彼
ら
は
屈
す
る
こ
と
な
く
、「
竜
」
の
手
先
で
も
あ
る
「
大
バ
ビ
ロ
ン
」

の
迫
害
の
中
で
も
、「
イ
エ
ス
の
証
人
」（
一
七
・
六
）
と
し
て
の
生
涯
を
全
う
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
三
年
半
」
と
は
、
神
の
民
が
迫
害

の
中
で
も
保
護
さ
れ
、
証
言
を
続
け
る
期
間
で
あ
る
(6)

。

三
　
患
難
期
は
い
つ
か

「
三
年
半
」
の
過
去
性

そ
れ
で
は
「
三
年
半
」
と
は
い
つ
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
す
で
に
過
ぎ
去
っ
た
の
か
、
い
ま
来
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も

や
が
て
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
議
論
に
関
し
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
二
者
択
一
的
な
問
題
で
は
な
い
と
い
う
点
で

あ
る
。「
三
年
半
」
は
過
去
、
現
在
、
未
来
の
そ
れ
ぞ
れ
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
時
」
に
関
す
る
理
解
こ
そ
が
、
黙
示

録
の
解
釈
、
ま
た
聖
書
の
終
末
論
の
核
心
に
あ
る
。

ま
ず
「
三
年
半
」
は
過
去
的
な
性
格
を
持
つ
。
黙
示
録
が
執
筆
さ
れ
た
一
世
紀
末
、
著
者
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
ロ
ー
マ
皇
帝
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ

ス
帝
に
よ
る
迫
害
の
中
で
パ
ト
モ
ス
島
に
流
さ
れ
、「
イ
エ
ス
に
あ
る
苦
難
」（
一
・
九
）
に
あ
ず
か
っ
て
い
た
。
ま
た
同
じ
頃
、
ペ
ル
ガ

モ
の
ア
ン
テ
ィ
パ
ス
は
「
忠
実
な
証
人
」
と
し
て
殺
さ
れ
た
（
二
・
一
三
）。
忠
実
な
二
つ
の
教
会
、
ス
ミ
ル
ナ
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

の
教
会
は
と
も
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
だ
と
自
称
す
る
が
実
は
そ
う
で
は
な
い
「
サ
タ
ン
の
会
衆
」
に
よ
っ
て
「
の
の
し
ら
れ
て
い
た
」（
二
・

九
、
三
・
九
）。
ま
た
第
五
の
封
印
が
解
か
れ
た
と
き
、
ヨ
ハ
ネ
は
「
神
の
こ
と
ば
と
自
分
た
ち
が
立
て
た
あ
か
し
と
の
た
め
に
殺
さ
れ

た
人
々
」（
六
・
九
）
が
天
に
い
る
の
を
見
た
。
さ
ら
に
海
の
獣
、
地
の
獣
、
大
バ
ビ
ロ
ン
が
、
一
世
紀
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
政
治
的
、
宗



に
拡
大
し
、
か
つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
に
激
化
す
る
。
し
か
し
そ
の
違
い
は
、
量
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
質
的
な
も
の
で
は
な
い
。

「
三
年
半
」
は
、
す
で
に
来
た
過
去
の
期
間
、
来
つ
つ
あ
る
現
在
の
期
間
、
そ
し
て
や
が
て
来
る
未
来
の
期
間
を
意
味
し
て
い
る
。

「
獣
」
は
一
世
紀
の
ロ
ー
マ
帝
国
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界
史
の
中
で
た
び
た
び
現
れ
た
自
己
神
格
化
し
た
国
家
で
も
あ
り
、
ま
た
来
臨

直
前
の
大
患
難
期
に
現
れ
る
全
世
界
を
支
配
す
る
反
神
的
な
権
力
で
も
あ
る
。「
三
年
半
」
に
象
徴
さ
れ
る
患
難
と
は
、
黙
示
録
が
書
き

送
ら
れ
た
一
世
紀
の
教
会
の
現
実
で
あ
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
お
い
て
真
の
教
会
が
地
上
で
直
面
す
る
苦
難
の
総
称
で
も
あ
り
、

ま
た
そ
の
頂
点
と
し
て
の
来
臨
直
前
の
全
世
界
的
な
大
き
な
患
難
で
も
あ
る
。
神
の
国
が
現
在
性
と
未
来
性
の
二
つ
の
面
を
持
つ
こ
と
は
、

す
で
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
来
た
。（G

.E.Ladd,The
Presence

of
the

Future:The
Eschatology

of
B
iblicalR

ealism
.(London:

S.P.C
.K

.,1974)P.23-42,149-170.

を
参
照
せ
よ
。）
し
か
し
患
難
期
の
持
つ
こ
の
よ
う
な
多
様
な
時
間
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
は
い
な
い
。（
患
難
期
前
携
挙
説
は
「
三
年
半
」
の
未
来
性
の
み
を
強
調
し
、
ま
た
千
年
期
後
再
臨
説
は
「
三
年

半
」
の
過
去
性
の
み
を
強
調
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
重
要
な
側
面
を
見
落
と
し
て
い
る
。）
黙
示
録
が
書
か
れ
た
の
は
、
一
世
紀
末
、
強

大
な
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
の
中
で
、
少
数
者
と
し
て
苦
し
む
神
の
民
を
励
ま
す
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
は
困
難
な
戦
い

の
な
か
に
生
き
る
全
時
代
の
神
の
民
を
奮
い
立
た
せ
、
ま
た
終
末
の
患
難
の
時
代
に
向
け
て
、
神
の
民
を
訓
練
し
、
整
え
、
備
え
て
ゆ
く

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

苦
難
か
ら
栄
光
へ

こ
の
よ
う
に
黙
示
録
の
終
末
論
、
い
や
聖
書
の
終
末
論
の
核
心
に
あ
る
の
は
、
患
難
期
に
お
け
る
教
会
の
あ
り
方
へ
の
深
い
洞
察
に
基

づ
い
た
励
ま
し
で
あ
る
。
患
難
期
に
お
い
て
、
教
会
は
迫
害
を
受
け
る
が
、
そ
の
中
で
も
神
の
保
護
は
完
全
で
あ
り
、
証
言
を
続
け
て
、

殉
教
を
も
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
神
の
国
と
獣
の
国
、
光
の
支
配
と
闇
の
支
配
、
神
の
民
の
祝
福
と
患
難
は
、
キ
リ
ス
ト
教
終
末
論

患難期と教会（黙示録の終末論）
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「
三
年
半
」
の
現
在
性

こ
の
よ
う
に
「
三
年
半
」
は
過
去
性
と
未
来
性
の
双
方
の
要
素
を
持
つ
が
、
こ
の
期
間
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
、

現
在
性
を
持
つ
。
神
の
民
の
苦
難
は
、
一
世
紀
や
、
来
臨
直
前
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
教
会
の
全
歴
史
を
貫
い
て
普
遍
的
で
あ
る
。

真
の
教
会
は
、
ど
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
常
に
患
難
の
中
に
あ
る
。「
三
年
半
」
を
過
去
的
あ
る
い
は
未
来
的
に
解
釈
す
る
な
ら
、

か
な
り
の
程
度
ま
で
字
義
通
り
に
、
実
際
の
三
年
半
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
を
二
千
年
近
い
キ
リ
ス
ト
教
史
と

関
連
づ
け
る
な
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
三
年
半
」
は
文
字
通
り
で
は
あ
り
え
ず
、
象
徴
的
な
期
間
と
な
る
。

「
三
年
半
」
の
現
在
性
、
全
教
会
史
と
の
関
係
を
強
く
示
唆
す
る
の
は
、「
ふ
た
り
の
証
人
」
が
証
言
す
る
期
間
と
し
て
の
「
一
二
六

〇
日
」（
一
一
・
三
）
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、「
ふ
た
り
の
証
人
」
は
終
末
に
現
れ
る
ふ
た
り
の
特
別
な
人
物
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

（G
.E.Ladd,

は
こ
の
説
を
採
る
。A

C
om

m
entary

in
The

R
evelation

ofJohn.(G
rand

R
apids:Eerdm

ans,1972)P.154

を
見
よ
。）
し
か

し
こ
の
解
釈
を
支
持
す
る
も
の
は
少
な
く
、
む
し
ろ
彼
ら
は
、「
二
つ
の
燭
台
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、「
燭
台
」
は
「
教
会
」
で
あ
る

（
一
・
二
〇
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
会
論
的
な
理
解
が
ふ
さ
わ
し
い
（B

eale
(1999)

P.572-585

）。
と
す
る
な
ら
、
こ
の

「
一
二
六
〇
日
」
は
、
地
上
に
立
て
ら
れ
た
神
の
教
会
が
、「
世
の
光
」
と
し
て
証
言
を
続
け
る
働
き
の
全
体
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

あ
ら
ゆ
る
時
代
の
、
教
会
の
証
人
と
し
て
の
役
割
に
関
係
し
て
い
る
。

さ
ら
に
患
難
（qlivy

i"

）
の
用
例
（
新
約
聖
書
で
四
十
五
回
）
は
、
未
来
の
大
き
な
患
難
が
、
現
在
の
苦
難
と
質
的
に
連
続
し
て
い

る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
や
が
て
来
る
未
来
の
患
難
を
意
味
し
て
い
る
用
例
は
四
回
あ
り
、
そ
れ
ら
は
オ
リ
ー
ブ
講
話
に
お
い
て
現
れ
る
が

（
マ
タ
イ
二
四
・
二
、
二
九
、
マ
ル
コ
一
三
・
九
、
二
四
・
二
九
）、
他
の
四
十
回
の
用
例
は
す
べ
て
、
す
で
に
起
こ
っ
て
い
る
患
難
を
示

し
、
ま
た
「
陣
痛
」
を
も
意
味
す
る
（
ヨ
ハ
ネ
一
六
・
二
一
）。
す
な
わ
ち
終
末
の
大
患
難
は
、
初
代
教
会
が
受
け
た
、
ま
た
全
時
代
の

教
会
の
受
け
て
い
る
苦
難
と
、
質
的
に
は
連
続
し
て
い
る
。
来
臨
の
前
に
、
そ
れ
ま
で
は
局
地
的
で
あ
っ
た
迫
害
が
、
全
世
界
的
な
規
模
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暴
力
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
患
難
期
の
研
究
、
特
に
患
難
期
と
教
会
と
の
関
係
の
終
末
論
的
考
察
は
、
急
務
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
特
殊
な
神
学
と
結
び
つ
い
た
終
末
論
や
、
世
界
の
「
進
歩
」
を
信
じ
る
楽
観
的
歴
史
観
の
影
響
に
よ
っ
て
、
軽
視
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
で
も
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
終

末
論
の
最
大
の
課
題
と
は
、
患
難
期
に
お
け
る
教
会
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
〇
世
紀
後
半
、
日
本
の
教
会
、
特

に
福
音
派
は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
運
動
の
特
殊
な
終
末
論
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
。
ま
た
一
方
で
は
、
ポ
ス
ト
・

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
体
制
に
貫
か
れ
た
、「
西
欧
」
近
代
キ
リ
ス
ト
教
「
文
明
」
社
会
の
思
想
に
も
深
く
影
響
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

新
し
い
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
も
は
や
こ
の
よ
う
な
過
去
の
「
神
学
」
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
終
末
に
関
す
る
聖
書
の
警

告
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
患
難
期
の
研
究
を
深
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
か
ら
世
界
へ
、
独
自
の
神
学
を
発
信
す
る
こ
と
が
、
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注(1)

こ
の
論
文
は
二
〇
〇
〇
年
五
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
大
学
に
提
出
し
受
理
さ
れ
た
、
黙
示
録
の
神
学
に
関
す
る
学
位
論

文'Irony
in

R
evelation:the

Paradox
ofthe

Lam
b'sK

ingdom
and

the
Parody

ofthe
B
east'sK

ingdom
'

（
全
七
章
）
の
第
六
章
「
千
年
期
と
患

難
期
」
の
一
部
（
特
に
一
節
と
四
節
）
を
要
約
し
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。（
脚
注
の
多
く
は
省
略
し
た
。）

(2)

G
.B

.C
aird,The

R
evelation

ofSaintJohn.B
N
TC

.(Peabody:H
endricksen,1966)P.159.

イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
エ
リ
ヤ
の
祈
り

に
よ
る
ア
ハ
ブ
王
の
時
代
の
「
三
年
半
」
の
き
き
ん
（
一
列
一
七
・
一
、
一
八
・
一
、
ル
カ
四
・
二
五
、
ヤ
コ
ブ
五
・
一
七
）
や
、
シ
リ
ヤ
の

王
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
・
エ
ピ
フ
ァ
ネ
ス
に
よ
る
前
一
六
七
年
か
ら
ほ
ぼ
「
三
年
半
」
に
及
ぶ
神
殿
の
冒
涜
な
ど
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
は
、G

.K
.B

eale,
C
om

m
entary

on
R
evelation.N

IG
TC

.(G
rand

R
apids:Eerdm

ans1999)P.565-568.

を
見
よ
。
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を
形
成
す
る
二
つ
の
要
素
で
あ
り
、
双
方
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
な
く
し
て
、
真
に
聖
書
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
終
末
論
を
構
築
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。（H

.B
erkhof

は
鋭
い
歴
史
的
洞
察
に
よ
っ
て
、
両
者
の
対
照
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。C

hristthe
M
eaning

of

H
istory.

(1962)Tr.by
L.B

uurm
an

(G
rand

R
apids:B

aker,1979)P.101-177.)

混
在
し
つ
つ
成
長
し
続
け
て
い
た
「
麦
」
と
「
毒
麦
」

（
マ
タ
イ
一
三
・
三
〇
）
は
、
収
穫
の
時
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
的
な
特
徴
を
あ
ら
わ
に
す
る
。
最
終
的
な
「
刈
り
取
り
」
を
前
に
、

神
の
国
と
獣
の
国
が
鋭
く
せ
め
ぎ
あ
い
、
光
の
国
と
闇
の
国
と
の
戦
い
が
激
化
し
、
そ
の
究
極
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
。
と
く
に
来
臨
前

の
患
難
期
に
お
い
て
、
両
者
は
そ
の
相
違
を
明
確
に
し
、
地
上
の
民
は
、
神
の
民
と
獣
の
民
と
に
二
分
さ
れ
て
ゆ
く
。
獣
の
民
は
、
大
バ

ビ
ロ
ン
の
不
品
行
の
「
黄
金
の
杯
」（
黙
一
七
・
四
）
か
ら
飲
み
、「
獣
の
刻
印
」（
黙
一
三
・
一
六
）
を
受
け
る
が
、
神
の
民
は
、
キ
リ

ス
ト
の
血
に
よ
る
「
新
し
い
契
約
の
杯
」（
Ⅰ
コ
リ
一
一
・
二
五
）
か
ら
飲
み
、
生
け
る
「
神
の
名
」（
黙
三
・
一
二
、
二
二
・
四
）
を
額

に
記
さ
れ
る
。

イ
エ
ス
が
十
字
架
の
苦
難
を
経
て
、
復
活
の
栄
光
を
受
け
、
天
に
着
座
さ
れ
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
の
教
会
も
、
地
上
の
患
難
を
通
っ

て
、
栄
光
に
輝
く
天
の
エ
ル
サ
レ
ム
の
門
を
く
ぐ
る
。「
三
年
半
」
の
苦
難
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
苦
し
み
に
あ
ず
か
っ
た

者
が
、「
千
年
」
の
祝
福
、
キ
リ
ス
ト
の
復
活
の
い
の
ち
に
あ
ず
か
る
。
神
の
民
が
地
上
で
受
け
る
「
今
の
と
き
の
軽
い
患
難
」
は
、
や

が
て
天
の
「
測
り
知
れ
な
い
重
い
永
遠
の
栄
光
」（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
四
・
一
七
）
へ
と
変
え
ら
れ
て
い
く
。

や
が
て
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
に
よ
っ
て
闇
の
力
は
完
全
に
滅
ぼ
さ
れ
、
す
べ
て
が
新
し
く
さ
れ
、
神
の
栄
光
の
み
が
輝
き
わ
た
る
。
し
か

し
主
の
来
臨
ま
で
は
、「
三
年
半
」
の
間
、
一
時
的
に
獣
の
国
が
勝
利
し
、
支
配
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
神
の
国
は
、

再
臨
ま
で
は
、
地
上
に
お
い
て
、
小
羊
の
王
国
、
苦
難
の
王
国
と
し
て
逆
説
的
に
表
さ
れ
る
。
苦
難
と
結
び
合
わ
さ
れ
た
王
国
、
パ
ト
モ

ス
島
で
、
ヨ
ハ
ネ
は
、
ま
さ
に
そ
の
王
国
の
真
実
を
知
っ
た
。

「
私
ヨ
ハ
ネ
は
、
あ
な
た
が
た
と
と
も
に
、
イ
エ
ス
に
あ
る
苦
難
と
王
国
と
忍
耐
と
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
。」（
黙
一
・
九
）。
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(3)

「
反
キ
リ
ス
ト
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
進
歩
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
と
真
っ
向
か
ら
矛
盾
す
る
。
そ
れ
は
全
人
類
の
歴
史
の
共
通
の

未
来
を
、
最
終
的
に
実
現
さ
れ
る
パ
ラ
ダ
イ
ス
と
し
て
で
は
な
く
、
遂
に
完
成
さ
れ
る
バ
ベ
ル
の
塔
、
人
類
の
最
も
邪
悪
で
、
偶
像
礼
拝
的
な

性
向
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
描
き
出
す
。」R

.B
auckham

,and
T
.H

art,H
ope

A
gainst

H
ope:

C
hristian

Eschatology
in

C
ontem

porary
C
ontext .

(D
arton:Longm

an
and

Todd
Ltd,1999)P.114.

(4)

G
.L.A

rcher

は
、
こ
の
書
の
中
で
、
患
難
期
中
携
挙
説
（
患
難
期
を
前
半
と
後
半
に
二
分
し
、
キ
リ
ス
ト
は
そ
の
中
間
点
で
再
臨
す
る
と
い
う

説
）
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
立
場
を
取
る
者
は
ご
く
少
数
で
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。

(5)

注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
竜
、
海
の
獣
、
地
の
獣
、
大
淫
婦
の
四
者
は
、
神
の
国
を
模
倣
し
て
い
る
。
特
に
初
め
の
三
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
父
な
る

神
、
子
な
る
神
、
御
霊
（
に
よ
っ
て
霊
感
さ
れ
た
「
ふ
た
り
の
証
人
」）
に
対
応
し
て
お
り
、
多
く
の
注
解
者
に
よ
っ
て
「
悪
魔
的
三
位
一
体
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
大
淫
婦
ー
大
バ
ビ
ロ
ン
」
と
、「
聖
な
る
花
嫁
ー
新
し
い
エ
ル
サ
レ
ム
」
と
は
「
女
性
ー
都
市
」
と
し
て
鮮
明
に

対
比
さ
れ
て
い
る
。

(6)

ま
た
こ
の
迫
害
・
保
護
・
証
言
と
い
う
三
つ
の
要
素
は
、
黙
示
録
の
み
な
ら
ず
、
オ
リ
ー
ブ
講
話
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ
る
。「
い
ま
だ
か
つ

て
な
か
っ
た
よ
う
な
苦
難
の
日
」（
マ
タ
イ
二
四
・
二
一
）
に
、
神
の
民
は
苦
し
み
に
会
い
、「
憎
ま
れ
、
ま
た
殺
さ
れ
る
」（
マ
タ
イ
二
四
・
九
、

ル
カ
二
一
・
一
七
）。
し
か
し
迫
害
の
中
で
も
神
の
守
り
は
完
全
で
あ
り
、「
髪
の
毛
一
筋
も
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」（
ル
カ
二
一
・
一
八
）。

神
の
敵
は
、
た
と
え
か
ら
だ
を
殺
す
こ
と
は
で
き
て
も
魂
を
殺
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
迫
害
の
時
は
、
神
の
民
が
「
証
言
を
す
る

機
会
」（
ル
カ
二
一
・
一
三
）
と
な
り
、
福
音
が
「
全
世
界
に
宣
べ
伝
え
ら
れ
て
、
す
べ
て
の
国
民
に
あ
か
し
」
さ
れ
る
時
と
な
る
（
マ
タ
イ
二

四
・
一
四
）。
す
な
わ
ち
終
末
の
患
難
の
日
に
関
し
て
、
黙
示
録
の
幻
と
福
音
書
の
預
言
と
は
、
表
現
の
形
式
は
違
っ
て
い
て
も
内
容
に
お
い
て

深
く
結
び
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

(7)

書
簡
の
著
者
ヨ
ハ
ネ
も
同
様
な
終
末
観
を
示
し
て
い
る
。「
今
や
多
く
の
反
キ
リ
ス
ト
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
今
が
終
わ
り

の
時
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。」（
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
二
・
一
八
）。

（
福
音
教
会
連
合
・
東
松
山
福
音
教
会
牧
師
）
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